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　今年度もいよいよ最終月、３月になりました。先週は全学年が集まって「６年生を送る会」を

実施しました。５年生までの各学年から、６年生への感謝の気持ちと中学校生活への応援の気持

ちを込めた合唱等の発表、そして６年生からお礼の言葉や発表がありました。どの学年の発表も

練習の成果を発揮して気持ちのこもった見応えのあるものでした。また、当日は子供たちが日頃

お世話になっている地域の方々や学習ボランティアを招待し、皆様への感謝の意味を込めて、発

表をご覧いただきました。（詳しくは「茂呂小ブログ」をご覧ください。） 

　これから卒業・修了式までに、１月に行った学力調査（CRT)の結果を踏まえ、６年生は中学校

生活のスタートを念頭においた学習面・生活面の総まとめを、５年生以下も習得状況が不十分な

箇所の補習と基本的学習習慣・生活習慣の再確認を行っていきます。学力調査結果（個人票は返

却済です）をご家庭でもよく確認していただき、家庭学習での声かけや指導助言をお願いします。 

 

【よい習慣はよい成果を生む　～「ノート」をとり、活用できる力～】 

　小中学校の義務教育段階では、学びの基礎をしっかりと身に付けることが大切です。特に、毎

時間の学習で使っている「ノート」がしっかりとれる、活用できる力を低学年の内から確実に身

 に付けることは極めて重要です。

 　「ノート」には様々な役割や効果があります。

○書く力や計算等の基礎基本を身に付ける（→学習理解や基礎学力が定着する） 

○調べたこと、分かったこと、考えたことを整理する（→自分の考えが明確になる） 

○学習したことや、自分の思考の過程や成果を残す 

　　　　　　　　　　　　　　　　（→学びを振り返り、復習や次時、家庭学習に活用できる） 

○仲間とノートを見合ったり、友だちの考えを書き加えたりする 

　　　　　　　　　　　　　　　　（→自分の考えが広まったり、深まったりする） 

○自分の学びや変容、成長に気付く（→学習意欲の向上や学習への充実感を得ることができる）

　情報化社会が進む現代ですが、やはり「基本が

大事」です。「ノート」で授業中の自分の学びを

創意工夫しながら進め、日々の学習や家庭学習に

 活用する力をぜひ身に付けてほしいと思います。

　ご家庭でも、お子さんのノートを見て、褒めた

り、感想を伝えたりする「言葉かけ」で自信をも

たせる、「マス目に数字を書くと、位がそろって

正しく計算できるよ」などとアドバイスをする、

「このとき、どんなことを考えたの？」と質問す

るなどしていただけると子供たちの意欲も高まる

と思います。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（写真；社会科ノートの例） 

 
※「茂呂小ブログ」で様々な教育活動等、学校の様子を写真で紹介しています 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 http://isesaki-morosyou.blogspot.com/ 



 
※「茂呂小ブログ」で様々な教育活動等、学校の様子を写真で紹介しています 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 http://isesaki-morosyou.blogspot.com/ 

　上の算数ノートはいずれも３年生のものです。１時間の授業では通常（見開き）２ページを使

うことが多いです。日付、教科書の該当ページ、そして学習の「めあて」がはっきり書かれてい

ます。以前お伝えしたとおり（学校だより７号）、「この時間は何をするのか」をはっきり理解

 して学習に取り組むことが大切です。

　授業は基本的に、「めあて」→「解決の見通しをもつ」→｢自分で考える」→「みんなで考える」

 →「まとめ」→「振り返り」の流れで進んでいきます。

　右上のノート（11月9日、教科書P.11の学習）を見ると、学習のめあては「（小数の）計算のし

かたを考えよう」で、例題は「ジュースが0.5㍑あります。そのうち0.2㍑飲みました。ジュース

は何㍑残っていますか」です。この問題に対して、この児童は、まず問題文から「分かっている

ことは何か」と考え、0.5と0.2を赤鉛筆で囲んでいます。そして求めるものを確認し、何㍑を四

角で囲っています。その上で「0.5－0.2」と式を立て、0.5は0.1の５個分、0.2は0.1の２個分と

考え、頭の中で５－２をして、解を0.3㍑としたことが分かります。その後、皆でどのようにし

たら解けるかを考えを出し合い、結果的に「0.5-0.2は0.1をもとにして、5-2の計算で考えるこ

とができる」とまとめています。その後は例題を解き、習熟問題に取り組んだことが分かります。 

　このように、ノートを見返してみると、４５分の授業がどのように進み、そのとき、子供がど

のように考えたか、その思考の過程（学びの過程）がよく分かります。各教科でこのような学習

 を進めていく経験を積んでいくことが基礎基本を身に付けることにつながります。

　また、ノートを最後まで使い切る習慣を大切にしましょう。上のノートも最後まで使い終わっ

た後、担任が「がんばりました」とコメントを入れています。「最後まで使い切った」という達

成感が「自分もやればできる」という自信に、そして「次もがんばろう」という意欲・向上心に

つながっていきます。つまり、ぐんぐん伸びるサイクルを作ることになるのです。


